
 

新型コロナウイルス感染症に係る在宅高齢者・障がい者支援事業の実施について 

 

１ 目的 

  在宅で生活をしている高齢者・障がい者（以下、「高齢者等」という）が、介護

者である同居家族等の新型コロナウイルス感染症の罹患により、緊急的に支援が

必要になった場合に備え、必要なサービスを確保することで、当該高齢者等の在

宅生活の継続を支援する。 

 

２ 対象者 

【高齢者】大田区内に居住する 65歳以上の者 

【障がい者】大田区内に居住する障がい者 

上記の者のうち、以下に該当する者を支援対象とする。 

・新型コロナウイルス感染症の陽性判定を受けていない者 

 ・同居家族等が新型コロナウイルス感染症に罹患したことで介護者が不在となり、

かつ、他施策の利用が困難で、在宅生活の継続が困難となる者。 

  

３ 支援の内容 

  法外サービスとして以下を用意し、対象者の状況に応じて必要なサービスを提

供する。 

 【高齢者】①訪問介護支援サービス ②短期入所生活介護支援サービス 

 【障がい者】①介護ヘルパーの派遣事業 ②短期入所事業 

 

４ 経費の負担 

  上記①及び②に要する経費は、区が負担する。 

なお、本事業に要した費用は、東京都補助事業 「在宅要介護者の受入体制整備

事業」を活用する。 

 

５ 事業開始日 

  第４回区議会定例会での第７次補正予算案議決後の事業開始を予定。 
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